
校内研修計画
甲州市立東雲小学校

１　学校課題
本年度実施の学習アンケートにより、児童が自らの姿勢を高く評価し学習への意欲を高めている現状が確認された一方で、教師側が捉える実際の集中力や粘り強さとの間には認識のズレが生じている。特に最高学年においては、アウトプットへの苦手意識や学習内容の難化に伴う自信の喪失、学力の二極化が懸念されており、論理的な記述力や活用力の弱さも大きな課題となっている。今後は、子どもたちが抱く「頑張っている」という自信を尊重しつつ教師との認識の差を埋め、一人ひとりが安心して自らの考えを発信できる環境を整えることが不可欠である。論理的な思考を具体的に支援し、小さな「分かった」という実感を積み重ねることで、個人の努力を「対話を通した深い学び」へと確実に繋げていく工夫を推進する。

２　研究主題
　「自立した学習者として自己調整し学び続けていく子どもの育成」
　　　　　～エネルギー環境教育における探究的な学びを通して～

３　主題設定の理由
予測困難なVUCA時代を生き抜くための生涯学び続ける力の育成を目指し、本市では「夢をかなえる学び」のプロジェクトを通じた学習者主体の授業改善を推進しており、令和8年度からはモデル市として「質の高い探究的な学び」を深めることが求められている。本校においても、学校教育目標である「自ら学び 心豊かに生きる 子どもの育成」を具現化するため、授業時数特例校制度を活用した探究的な学びを経営の重点に置いており、これは本研究が目指す「自立した学習者」の姿と深く合致する。特に、正解のない現代的課題を扱うエネルギー環境教育において、理数的な見方を働かせながら科学的根拠に基づいて試行錯誤し、自らの学びを客観的に捉え修正する「自己調整」の力を育むことは、児童をより質の高い学びへと導く重要な手立てとなる。また、課題を自分事として捉え他者と協働する活動は、持続可能な社会の創り手としての資質を養うことにも寄与する。以上のことから、本校の教育理念と市の施策を両輪とし、「自立した学習者として自己調整し学び続けていく子どもの育成」を研究主題に設定し、組織的な研究を推進する。

４．学校としての具体的な取組内容
　質の高い探究的な学びを実現するため、外部講師を招いた理論研究やエネルギー環境教育を推進し、探究サイクルを可視化する教室環境の整備や板書の工夫に取り組むとともに、1月の公開授業に向けて教科横断的なカリキュラム・マネジメントに取り組む。教育DXにおいては、協働学習ツールの活用に加え、GIGAワークブックを軸とした体系的なデジタルリテラシー教育により個別最適な学びを加速させる。また、安心して学び合える土台として、WEBQU等の客観的指標に基づく学級分析や、道徳のポートフォリオ、スクールカウンセラーとの連携を通じた親和的な学級集団づくりを充実させる。さらに、情報発信の多角化や中学校ブロックでの小中一貫教育、学校運営協議会と連携した地域資源の活用を推進することで、社会に開かれた教育課程を具現化し、9年間を見通した学びの連続性を確保する。

５．年間研修計画
	No 
	時期
	内容

	１

	４/６
	研究の方向性の確認
探究的な学びに関する基礎的内容等の周知

	２
	４/１５
	探究的な学びに関する学習会（水素について）
「水素社会の実現に向けた取り組み」
講師　森林環境政策課　地域エネルギー推進室　野矢大輔技師

	３
	５/２０
	学級づくり・集団づくりに関わる教育講演会　河村　茂雄先生

	４
	５/２７
	探究コーディネーター養成研修会の還流報告（講話1.2）
校内の取り組み・掲示物の確認

	５
	６/７
	WEBQU結果分析　アセスメント・対応策シートの作成

	６
	６/１７
	各学年（エネルギー環境教育）の計画見直し

	７
	６/１８
	桃山学院大学　木村明憲博士による研修会①（オンライン）

	８
	６/２６
	授業づくり・授業改善に関わる教育講演会　小川　晋先生

	９
	７/１
	桃山学院大学　木村明憲博士による研修会を受けての具体化

	10
	７/８
	教科横断的な視点での教育課程見直し

	11
	８/１７
	エネルギー環境教育の臨地研修・体験的な学び

	12
	９/１
	桃山学院大学　木村明憲博士による研修会②

	13
	９/３
	教育課程説明会の還流報告等・特別支援

	14
	９/３０
	学習指導案の検討

	15
	１０/７
	学習指導案の検討

	16
	１０/１４
	授業づくり・授業改善に関わる教育講演会　高橋　純先生

	17
	１０/２１
	教材研究

	18
	１０/２８
	教材研究

	19
	１１/２
	WEBQU結果分析　アセスメント・対応策シートの作成　

	20
	１１/２５
	学習履歴の作成

	21
	１２/９
	学習履歴の作成

	22
	１/８
	掲示物作成

	23
	１/２０
	公開授業に向けて準備

	24
	１/２２
	授業時数特例校公開授業

	25
	２/１６
	研究の検証

	26
	２/２４
	来年度の研究に向けた検討

	27
	３/３
	研究紀要の作成

	28
	３/１０
	研究紀要の作成



（研究主任　水上　千春）

